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教 育 の 現 場 に お け る 、 コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 は 目 覚 まし い 、 家 庭 科 の 分 野 に お い て

ン ピ ュ ー タ の 機 能 と 役 割 を 理 解 さ せ た り 、 家 庭 生 活 に 関す る 各 分 野 の 職 業 で コ ン ビ

を 活 用 す る 能 力 と 態 度 を 育 て る こ と が 望 ま れ て い る 。 そ の た め に は 、 実 際 の 学 習 場

っ た 、 実 用 性 ・ 操 作 性 の 高 い ソ フ ト ウ ェ ア が 必 要 で あ り 、 ソ フ ト ウェ ア の 設 計 や 作

の 確 立 が 課 題 と いえ る 。 そ こ で 、 被 服 の 分 野 に 関 す る 教 育 用ソ フ ト ウ ェ ア の 作 成 を

実 際 の 授 業 へ 導 入 す る 場 合 の 問 題 点 と 課 題 に つ い て 検 討 す る 。

被 服 に 関 す る 内 容 か ら 「 ブ ラ ウ ス 製 作 」を 題 材 とし 、 製 作 の各 工 程 段 階 を モ ジ ュ

し 、 カ ラ ー・ グ ラ フ イ、ツ ク 機 能 を 用 い て ソフ ト ウ ェ ア の 作 成 を 行 っ た。 作 成 に 使 用

語 は　BASIC で あ り 、 パ ソ コ ン の 機 種 は　NEC － PC9801DA で あ っ た 。 そ のソ フト ウ ェ ア

を 、 実 習 室 に お い て 学 生 に 一 斉 に 体 験 さ せ、 実 用性 と 操 作 性 に つ いて ア ン ケ ート 調

っ た 。 調 査 の 内 容 とし て は 、 モ ジ ュ ー ル化 し た 各工 程 の 操 作 性 に 関 する 設 問 や 、 コ

ー ダ を 導 入 し た 授 業 に つ い て の 設 問 を 設け 、 そ の 結 果 か ら 評 価 を 行っ た 。

「 ブ ラ ウ ス 製 作 」　を 題 材 とし た 場 合 、 コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 が 、 工 程 の 内 容 に よっ

学 習 者 の 理 解 を 高 め る た め に 有 効 で あ る こ と が わ か っ た 。 学 習 者 の要 望 とし て は 、

の 説 明 の 中 で 、 必 要 な 情 報 を 取 り 出 す た めに 、 コン ピ ュ ー タ を 使 用す る の が良 いｊ

の ペ ー ス で 進 め る の が 良 いｊ　と す る 意 見が 挙 げ ら れ た 。 ま た 、r 操 作 が 途 中で わ か

な っ た 場 合 、 指 示 し てく れ る 人 が い な い と 困 るＪ なぞ 、ソ フ ト ウ ェ ア の 操 作性 の 容

、 教 え る 側 の ス ム ー ズ な 対 処 が 望 ま れ て い る こ と が 明ら か に な っ た 。

情 報 処 理 教 育 に 対 す る 短 大 家 政 科 学 生 の 意 識

賢 明 女 短 大　　　　　　　　　　 六 代　典 行　　 本 庄　哲 郎　 ○田IS　 幸 子

[ 目 的] 数 年 来、 教 育 界 で も 例 外な く 浸 透し て き た パ ソ コ ン は 対 象 学 生 の 能 力 ・ 適 性 ・ 興

味 ・ 関 心 ・ 経 験 の 多 様 化 が 見 ら れ、 傾 報 収 集 と 活 用 ・ 管 理 を 導 入し た 中 学 校技 術 ・ 家 庭 科

の'm 報 基 礎
』
と の 関 連 か ら も 今 後家 政 科 の重 要 な 課 題 と も い え る。 本 学 で は ５年 前 パ ソ コ ン

を 設 置、 将 来 に 亙 る 学 生 の 能 力 拡 大、 有 職 化 な ど を 配 慮 し た 教 科 を 導 入し 質 的 向 上 を 期 待

し た 実 践 教 育 を 試 行 し て い る。 今回、 受 講 生 へ の 教 育 効 果 を ねら い に 意 識 調 査 を 実 施し た

[ 方 法] 本 学 家 政 科 学 生　306 名 を 対 象、 平 成３ 年 １ 月、 次 の 項目 で 意 識 状 況 を 調査 し 検 討

① 入 学 以 前 の パ ソ コ ン の 知 名 度お よび そ の 時 期 ・ 機 会、 イ メ ージ と 関 心 度、 保 有 状､況 な ど

② 内 容 ヽ教 材 に 対 す る 履修 前 後 の 興 味･ 難 易 ■意 欲･ 効 果 の 意 識 度　 ③ 将 来 へ の 活 用 な ど

[ 結 果] ① 大 半 は マ スコ ミ を 通じ て 言 葉 とし て 中 学 まで に8  7 % が 知 っ て い る が 逆 に 使 用 経

駁 は 高 校 以 後 に 多 く81  % で、 家 庭・ 学 校 を 機 会 とし 特 に14  % は 授 業 経 験 が あ る。 イ メ ー ジ

でl ± 便 利 ・ 時 代 の 先 端 ・ 難 し い ・ 高 価 な ど に 集 中し、 保 有 率 はzo  ％、 一 方 欲し く な い 者 は

T   K   0/で 前 回 よ り 倍 増 し こ の点 関 心 の 高 まり を 意 識 す るBl  % に 対 し 差 が 大 き い　 ②履 修 後、

興 味 ・ 意 欲 は い ず れ も8  5 ％ で 上 昇 傾 向 を 認 め た。n- ＼-'ウェアと ソｎ ウェアで は 後 者 に関 心が 高 く、

ワ-フ'aの 興 味45 ％ ・ 役 立つ68% 、T-f マリ の 興 味 3 2 %、 こ の 他ﾏ け7°ﾗﾝも 比 較 的 興 味 や 実 用 性 が

高 い。 こ れ ら に 対 し て 難し い と 意 識 す る も の が 多 く81  % を 占 め 特 にソフトウェアの表 計 算・たタや

ス・ ﾌﾞﾛｸﾞ'ラミング'言 語 に集 中 し 反 面 ワ-フ'dの 場 合 一 年 次 よ り 二 年 次 に 亙っ て67  % よ り9    % に 減 少、

栄 養 価 計'算 も 含 め て 操 作 上の 馴 れで 解 消 す る 傾向 が 伺 え る　 ③ 効 果 で は 情 報 化 社 会 の 一 端

を 知 る 機 会 と 同 時 に就 職 に 有 利 ・ 資 格 の 取 得 な ど 強い 有 職 化 と 実 用 志 向 を 認 め た。
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